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   The rising backwater, which occurs due to the confluence of the Takahashi River and the Oda River, makes the 
water level rather higher during flood in the upstream of those rivers.  The higher water level endangers 
embankments of those rivers.  One of the possible means to reduce the water level is to relocate the present 
confluence site with the Oda River to the downstream site of the Takahashi River.  This study aims to investigate the 
effect of the relocation of the confluence site using two-dimensional flow analysis.  Numerical results under present 
river course condition were compared with the measured water level, and the effectiveness of the proposed analytical 
model was confirmed.  It is also shown that the relocation of the confluence site has an effect to reduce the water 
levels of rivers considerably. 
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１．はじめに 
 
 岡山県西部を流れる高梁川は，現在，倉敷市酒津

（図-1の高梁川 13.0 km 付近）において小田川と合

流し，倉敷平野を貫流して水島灘に注いでいる．し

かし，洪水時においては，12.0 km 付近の狭窄部によ

る背水の影響に加えて，小田川との合流点付近にお

ける水位上昇に伴う背水の影響により，両河川とも

水位が上昇する．その影響は，高梁川においては 16.0 
km 付近まで，小田川においては 4.0 km 付近まで及

び，高梁川と小田川に挟まれた図-1 中の 1 点鎖線の

領域が浸水想定区域となっている．とくに，小田川

の堤防は，洪水時に長期間に渡って水位の高い状態

が続くと基盤漏水(ガマ)が発生するなど，極めて危険

な状態となる．したがって，洪水時における小田川

の水位を低下させることは，河川管理上重要な課題

となっている． 
 現在の合流地点下流部の狭窄部 12.0 km 付近では，

両岸が山付きで左岸側に県道もあるため，河道拡幅

に困難を伴うことを考慮すると，現況の合流部を改

良して洪水時の水位を低下させることは困難である

ことが容易に推察される．現実的な案として，合流

地点を現在の 13.0 km 付近から，柳井原貯水池を経由

して 9.0 km 付近に付け替えることが考えられる．本

研究では，平成 16 年 10 月 20 日に発生した洪水を対

象として数値シミュレーションを行うことにより，

まま 

6 km 

高梁川 

小田川

8 km 

10 km

12 km

14 km 

16 km 

18 km 

0 km 2 km 
4 km6 km

浸水想定区域 

柳井原貯水池 

付け替え後
の合流点

現況の
合流点

笠井堰

 
図-1 高梁川，小田川合流部の概要 

現河道における洪水予測モデルを構築するととも

に，小田川の合流地点を柳井原貯水池経由として 9.0 
km 付近で高梁川に合流させる河道を想定した場合

について数値シミュレーションを行い，小田川の合

流部を付け替えた場合の水位低減効果について数値



 

 
 
 

実験的に検討を行うものである． 
 
２．解析モデルの概要と解析条件 
 
 本研究では，小田川との合流点付近において 2 種

類の河道ケースを考えた．具体的には，高梁川 13.0 
km 付近で高梁川と小田川が合流する現況を Case-1
とし，高梁川と小田川の合流点である 13.0 km 付近

を背割堤で分割し，柳井原貯水池を経由して 9.0 km
付近で合流させる場合を Case-2 とした．解析モデル

としては，長田 1）の平面 2 次元の一般曲線座標系を

用いたモデルをもとに，前野ら 2），渡辺ら 3）が旭川

を対象として植生の倒伏なども考慮できるように発

展させ，モデルの再現性が検証されている手法を適

用した． 
 

(1) 解析メッシュ及び河道条件 

 図-2は，解析メッシュ図を示している．Case-1 で

は，高梁川の節点数は 25（横断方向）×474（縦断

方向），小田川は 12（横断方向）×315（縦断方向）

としている．また，Case-2 における高梁川の解析メ

ッシュは Case-1 と同じであり，小田川の節点数は 12
（横断方向）×412（流下方向）としている．なお，

メッシュの大きさは 15～20 m 程度である． 
 つぎに，高梁川と小田川の河床高図を図-3に示す．

なお，高梁川においては平成 13 年の測量データを，
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図-2 メッシュ図 
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図-3 河床高 



 

 

小田川においては平成 15 年の測量データを用いた．

高梁川 14.0 km 付近の大きな蛇行部では，左岸側の

澪筋部が深く掘れ，また，一方で砂州の比高が高く

なり，複断面化が顕著に起きている場所も存在して

いる．主な横断工作物としては，図-3に示す笠井堰

（高梁川 10.8 km 付近），水江の渡し（高梁川 9.0 km
付近），柳井原堰堤（小田川-3.0 km 付近，Case-2 の

み）がある．なお，Case-2 において，現在（Case-1）
の河道と異なる区間（小田川-0.2 km～-1.2 km 区間）

以外は，現在の河床高データを与えた．そして-0.2 km
の河床高から-1.2 km の河床高に，すり付けるように

その区間の河床高を内挿した．この区間における河

道は，高水敷は設けず，低水路のみの単断面河道を

仮定した．なお，小田川-2.0 km 周辺で河床高が非常

に低くなっているのは，この場所は現在柳井原貯水

池があるからである． 
 紙面の都合上図には掲載していないが，前野ら 2）

の研究を参考にして，平成 13 年国勢調査による植生

図をもとに，メッシュごとに植生の分類や，群落高

さや密生度与えた．河道内の広範囲にわたって植生

が発達しており，河道内の樹林化が顕著になってい

ることが確認できた．また，Case-2 の小田川 0.0～-1.2 
km 区間においては，低水路を掘削する際に植生も除

去されることが予想されるので，植生はないもの仮

定した． 
 
(2) 計算条件 
 本研究では，平成 16 年 10 月 20 日前後に来襲した

台風 23 号による出水を対象として解析を行った．図

-4は，本洪水における実測値を示している．高梁川

上流端における流量がピークに達してから，約 3 時

間後に高梁川下流端における水位がピークに達して

いるのがわかる．本解析では，図-4の流量と水位を

それぞれ上下流端の条件とし，図に示す 17 時以降の

時間帯（合計約 5 時間半）について計算を行った．

 本研究では，前野ら 2）と同様に粗度係数を低水路

は 0.028，高水敷は 0.026 とした．また，計算時間間

隔は 0.05 (s)とした．さらに，河床の平均粒径を 0.05 
(m)として河床変動を考慮した解析を行った． 
 なお，高梁川 16.0 km 付近に流入する右支川新本

川に関しては，流量観測データがなかったため，両

ケースともに流入量を考慮していない．また，Case-1
においては柳井原貯水池からの流入はないものとし

ている． 
 
３．解析結果 
 
(1) 流量の連続性 

 図-5は，解析対象区間の下流端にある観測所（船

穂）でピーク流量を観測したとき（2004 年 10 月 20
日 22 時頃）における，解析結果より得られた流下方

向の流量変化を示している．青色が Case-1，赤色が

Case-2 の流量変化を表している．図をみると，Case-1
は約 13.0 km 付近で，Case-2 は約 9.0 km 付近で，小

田川の流量が高梁川に加わり，合流している様子が

確認できる．また，本解析ではハイドログラフによ

る流量条件を与えているので，流下方向に流量が変

化しているものの，両ケースともに合流部での流量

の連続性が保たれていることが認められた． 
 しかし，船穂流量観測所でのピーク流量の実測値

は 3447.6 m3/s であるのに対し，本解析におけるピー

ク流量は約 3200 m3/s であることから，約 250 m3/s の
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図-5 流量の連続性 

0

500

1000

1500

2000

2500

3000

3500

4000

16:00 17:00 18:00 19:00 20:00 21:00 22:00 23:00
時刻

流
量

（
m

3
/
s)

上流端流量（高梁川）
上流端流量（小田川）
下流端流量（実測値）
下流端流量（Case-1）
下流端流量（Case-2）

実測値が下回る

解析のピーク流量

実測のピーク流量

図-6 下流端の解析流量 



 

 
 

時間よりも，約 1 時間早いことがわかる． 
 以上のように，本モデルによる解析では，合流に

よる流量の連続性は保たれるものの，下流端におけ

るピーク流量やその発生時刻が実測値を十分に再現

できなかった．これは，高梁川 17.0 km 周辺で高梁

川に流入する新本川の影響，小田川に流入するいく

つかの小支川からの流入の影響，さらには洪水時の

対象区間流域における降水量の影響などを考慮に入

れていないことなどが主な原因であると考えられ

る． 
 
(2) 水位 

 図-7は，対象洪水による痕跡水位と解析水位を比

誤差がある．この原因については本節の最後で述べ

る． 
 つぎに，図-6は解析により得られた下流端におけ

る流量の時間経過を示している．Case-1（図中，青

色実線）の流量と，Case-2（図中，赤色実線）の流

量は，Case-1 の方がやや小さくなるが，ほぼ同様な

傾向を示すことがわかる．これは，Case-2 の場合は

Case-1 と比べて，洪水流がスムーズに流下するため，

流量の時間的な推移が早くなったためであると考え

られる．また，船穂流量観測所によるデータ（図中，

黒色実線）と比較すると，19 時～20 時の間で解析に

よる流量の方が大きくなっており，解析流量がピー

クに達する時間は実測におけるピーク流量に達する
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図-7 痕跡水位との比較 
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図-8 水位の変化（13.4km 地点，横断図） 



 

 
 

較したものである．Case-1 の解析水位（青線）と痕

跡水位より，以下のことがわかる． 
 高梁川の左岸（図-7，左上）を見ると，9.0 km～11.0 
km では痕跡水位が解析水位より高くなっており，逆

に 13.0 km～15.0 km では痕跡水位の方が解析水位を

下回っていることがわかる．9.0 km～11.0 km におい

ては，笠井堰（11.0 km）から水江の渡し（9.2 km 付

近ある高さ 1ｍ程度のコンクリート製の横断道路）

の間であり，解析では水江の渡しによる局所的な構

造物による抵抗の影響がうまく表現できていなかっ

たことが考えられる．一方，13.0 km～15.0 km は小

田川と合流する箇所であり，解析においては合流に

よる背水効果がやや大きく見積もられている． 

 つぎに，高梁川の右岸（図-7，右上）に関して，

解析から得られる水位は，痕跡水位とほぼ同様の値

をとり，良好な結果を得ているといえる．16.0 km 周

辺より上流側では痕跡水位の方がやや高い値をとっ

ている．これは，右岸 15.8 km 周辺で右岸側から流

入する新本川による影響があると考えられる．  
 小田川の左右岸（図-7，左下と右下）については，

解析結果は痕跡水位の示す結果を良好に再現してい

る．解析水位は左右岸ともに同様の水面形となって

おり，この傾向は痕跡水位も同様である．0.0 km～

2.0 km 付近までの間で，解析水位は痕跡水位よりも

やや大きく見積もっているが，両者の差は最大で約

0.3 m である． 
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図-9 河床高-流速ベクトル図（高梁川 13.0 km 付近） 
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図-10 河床高-流速ベクトル図（高梁川 9.0 km 付近） 
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図-11 河床変動図（高梁川 13.0 km 付近） 
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図-12 河床変動図（高梁川 9.0 km 付近） 
 
 



 

 
 
 つぎに，図-7 の Case-2（赤線）をみると，Case-1
の結果と比較して大きく水位が低下していることが

わかる．高梁川では 9.0 km から 16.0 km の間で水位

が低下している．とくに，小田川における水位低下

がで顕著であり，約 1.5 m の水位低下が確認された．

また，図-8は高梁川 13.4 km 地点の水面形の横断図

を示している．この図からも，Case-2 の高梁川，小

田川の水位はかなり低下し，合流部付け替えの効果

が十分にあることが認められる． 
 
(3) 流況 

 図-9は，高梁川 13.0 km 周辺の河床高-流速ベクト

ルを示している．Case-1 では，背割堤より下流側で，

小田川の流水が高梁川へと注いでいる現象が確認で

きる．また，Case-1 においては，高梁川左岸際が冠

水している（図-9，黄色矢印部）のに対して，Case-2
は冠水していない（図-9，黄色矢印部）．これは，

Case-1 では右岸側からの小田川の流れが合流するこ

とにより，高梁川の主流線がやや左岸側に移動する

ため高梁川の左岸際まで流れが存在するのに対し，

Case-2 ではこの箇所で小田川と合流しないために高

梁川の主流線が右岸側に寄ったためと考えられる．

 図-10は，高梁川の 9.0 km 周辺における河床高-流
速ベクトル図を示している．合流部での大きな乱れ

は見られず，スムーズに合流していることが確認さ

れた．この箇所の高梁川の澪筋が右岸側に寄ってい

るため，合流の影響が左岸まで達しなかったと考え

られる．ただし，合流の影響は少なからずあるよう

で，高梁川の主流線は Case-1 よりも Case-2 の方がや

や左岸側に向いていることなどが認められたが，解

析対象とした洪水規模では，この箇所に合流部を付

替えたとしても，流下能力に問題はなく危険も少な

いと判断される． 
 
(4) 河床変動 

 13.0 km 周辺の高梁川における河床変動（図-11，

A 箇所）に関して，Case-1 は小田川と合流すること

により，せき上げ効果が大きくなり，河床変動が殆

ど生じなかったと考えられるが，Case-2 については

主流線が澪筋上に集中し，河床変動が生じたと考え

られる． 
 小田川を見ると，右岸の河床が高くなっており，

この場所が狭窄部となっている（図-9参照）．Case-1
では高梁川と合流するために，小田川左岸側へ逃げ

道があったが，Case-2 では河積が小さくなり，局所

的に流速が大きな場所となるために河床変動が生じ

たと考えられる（図-11，B 箇所）．このような局所

的に流速が大きくなる箇所は，治水上の面であまり

好ましくないため，Case-2 の計画を実行する際は，

流下能力を確保するために，この狭窄部を削る必要

があると考えられる． 
 つぎに，9.0 km 周辺の小田川の河床変動（図-12，

A 箇所）に関しては，柳井原堰堤（図-10参照）の影

響で河床変動が生じているものと考えられる．また，

9km 周辺での小田川との合流部の河床変動（図-12，

B 箇所）についてみると，小田川から柳井原堰堤直

下流の速い流れが，高梁川の流れにほぼ直角にぶつ

かることにより，急激に流速が変化し，河床変動が

生じたものと考えられる．したがって，治水面を考

慮すると，この箇所では背割り堤や導流堤などを設

置することにより，両河川を穏やかに合流させるこ

とが好ましいと考えられる． 
 
５．まとめ 
 
 本論文は，高梁川小田川合流付近を対象として既

往の平面二次元数値解析モデルを適用し，モデルの

妥当性の検証を行うとともに，小田川合流点の付け

替えによる効果について検討を行った．その結果，

設定した解析モデルの妥当性を確認するとともに，

小田川との合流部を下流側に付け替えることで，高

梁川，小田川両河川ともに水位の低下が認められ，

効果は十分にあることがわかった．しかし，合流部

の付け替えによる主流線の変化の影響などにより，

局所的な河床変動も予測されるため，背割堤の施工

箇所や合流部には導流堤などを設けるなどして洪水

流をスムーズに流下させる必要があることも示され

た． 
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理の際に岡山大学大学院生藤塚佳晃氏（現㈱建設技

術研究所）に協力して頂いた．また，国土交通省岡

山河川事務所より洪水痕跡などの貴重な資料を提供

して頂いた．以上，ここに記して感謝の意を表する

次第である． 
 
参考文献 
1) 長田信寿：一般座標系を用いた平面 2 次元非定常流れの

数値解析，水理公式集 例題プログラム集 平成 13 年度

版, 例題 2-8, 2001． 
2) 前野詩朗，渡辺 敏，藤塚佳晃：簡易に得られる植生特

性値を考慮した数値解析モデルの精度向上の提案，土木

学会論文集，No.803/II-73, pp.91-104, 2005． 
3) 渡辺 敏，前野詩朗，藤塚佳晃，宮崎貢，眞田淳二：旭

川における礫河原再生と樹林化抑制に関する現地試験

による検証，水工学論文集，第 50 巻, 2006． 

 

（2006.9.30 受付）



<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /All
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Dot Gain 20%)
  /CalRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CalCMYKProfile (U.S. Web Coated \050SWOP\051 v2)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Warning
  /CompatibilityLevel 1.4
  /CompressObjects /Tags
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages true
  /CreateJDFFile false
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /DetectCurves 0.0000
  /ColorConversionStrategy /LeaveColorUnchanged
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedOpenType false
  /ParseICCProfilesInComments true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize false
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo true
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveDICMYKValues true
  /PreserveEPSInfo true
  /PreserveFlatness true
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments false
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Apply
  /UCRandBGInfo /Preserve
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile ()
  /AlwaysEmbed [ true
    /MS-Gothic
    /MS-Mincho
    /SymbolMT
    /TimesNewRomanPS-ItalicMT
    /TimesNewRomanPSMT
  ]
  /NeverEmbed [ true
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /CropColorImages true
  /ColorImageMinResolution 300
  /ColorImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleColorImages true
  /ColorImageDownsampleType /Bicubic
  /ColorImageResolution 300
  /ColorImageDepth -1
  /ColorImageMinDownsampleDepth 1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeColorImages true
  /ColorImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterColorImages true
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /CropGrayImages true
  /GrayImageMinResolution 300
  /GrayImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleGrayImages true
  /GrayImageDownsampleType /Bicubic
  /GrayImageResolution 300
  /GrayImageDepth -1
  /GrayImageMinDownsampleDepth 2
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeGrayImages true
  /GrayImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterGrayImages true
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /CropMonoImages true
  /MonoImageMinResolution 1200
  /MonoImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleMonoImages true
  /MonoImageDownsampleType /Bicubic
  /MonoImageResolution 1200
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects false
  /CheckCompliance [
    /None
  ]
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile ()
  /PDFXOutputConditionIdentifier ()
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName ()
  /PDFXTrapped /False

  /Description <<
    /CHS <FEFF4f7f75288fd94e9b8bbe5b9a521b5efa7684002000500044004600206587686353ef901a8fc7684c976262535370673a548c002000700072006f006f00660065007200208fdb884c9ad88d2891cf62535370300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c676562535f00521b5efa768400200050004400460020658768633002>
    /CHT <FEFF4f7f752890194e9b8a2d7f6e5efa7acb7684002000410064006f006200650020005000440046002065874ef653ef5728684c9762537088686a5f548c002000700072006f006f00660065007200204e0a73725f979ad854c18cea7684521753706548679c300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c4f86958b555f5df25efa7acb76840020005000440046002065874ef63002>
    /DAN <>
    /DEU <>
    /ESP <>
    /FRA <>
    /ITA <>
    /KOR <FEFFc7740020c124c815c7440020c0acc6a9d558c5ec0020b370c2a4d06cd0d10020d504b9b0d1300020bc0f0020ad50c815ae30c5d0c11c0020ace0d488c9c8b85c0020c778c1c4d560002000410064006f0062006500200050004400460020bb38c11cb97c0020c791c131d569b2c8b2e4002e0020c774b807ac8c0020c791c131b41c00200050004400460020bb38c11cb2940020004100630072006f0062006100740020bc0f002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e00300020c774c0c1c5d0c11c0020c5f40020c2180020c788c2b5b2c8b2e4002e>
    /NLD (Gebruik deze instellingen om Adobe PDF-documenten te maken voor kwaliteitsafdrukken op desktopprinters en proofers. De gemaakte PDF-documenten kunnen worden geopend met Acrobat en Adobe Reader 5.0 en hoger.)
    /NOR <>
    /PTB <>
    /SUO <>
    /SVE <>
    /ENU (Use these settings to create Adobe PDF documents for quality printing on desktop printers and proofers.  Created PDF documents can be opened with Acrobat and Adobe Reader 5.0 and later.)
    /JPN <>
  >>
  /Namespace [
    (Adobe)
    (Common)
    (1.0)
  ]
  /OtherNamespaces [
    <<
      /AsReaderSpreads false
      /CropImagesToFrames true
      /ErrorControl /WarnAndContinue
      /FlattenerIgnoreSpreadOverrides false
      /IncludeGuidesGrids false
      /IncludeNonPrinting false
      /IncludeSlug false
      /Namespace [
        (Adobe)
        (InDesign)
        (4.0)
      ]
      /OmitPlacedBitmaps false
      /OmitPlacedEPS false
      /OmitPlacedPDF false
      /SimulateOverprint /Legacy
    >>
    <<
      /AddBleedMarks false
      /AddColorBars false
      /AddCropMarks false
      /AddPageInfo false
      /AddRegMarks false
      /ConvertColors /NoConversion
      /DestinationProfileName ()
      /DestinationProfileSelector /NA
      /Downsample16BitImages true
      /FlattenerPreset <<
        /PresetSelector /MediumResolution
      >>
      /FormElements false
      /GenerateStructure true
      /IncludeBookmarks false
      /IncludeHyperlinks false
      /IncludeInteractive false
      /IncludeLayers false
      /IncludeProfiles true
      /MultimediaHandling /UseObjectSettings
      /Namespace [
        (Adobe)
        (CreativeSuite)
        (2.0)
      ]
      /PDFXOutputIntentProfileSelector /NA
      /PreserveEditing true
      /UntaggedCMYKHandling /LeaveUntagged
      /UntaggedRGBHandling /LeaveUntagged
      /UseDocumentBleed false
    >>
  ]
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [1200 1200]
  /PageSize [595.276 841.890]
>> setpagedevice


	header613: 水工学論文集,第51巻,2007年2月
	NextPage613: - 613 -
	NextPage614: - 614 -
	NextPage615: - 615 -
	NextPage616: - 616 -
	NextPage617: - 617 -
	NextPage618: - 618 -


